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 【ア  ン  ケー  ト  に  つ  い  て】 

 ＜  ア  ン  ケー  ト  の  ⽬  的  ＞ 
    奈  良  市  で  は  こ  れ  ま  で、  学  校  に  ⾏  き  に  く  い  と  感  じ  る  児  童  ⽣  徒  や  そ  の  保  護  者  に  対  す  る  ⽀  援  と  し  て、  ⼦  ど  も  た  ち  が  学  習 
 に  取  り  組  ん  だ  り、  他  者  と  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  を  図っ  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る  学  び  の  場  づ  く  り  や、  保  護  者  同  ⼠  が  互  い  の 
 悩  み  や  思  い  を  共  有  で  き  る  交  流  の  場  づ  く  り、  ⼼  理  カ  ウ  ン  セ  ラー  に  よ  る  教  育  相  談  を  受  け  ら  れ  る  場  づ  く  り  等  の  取  組  を  ⾏っ 
 て  き  た。  更  に  令  和  ３  年  度  に  は  個  の  実  態  に  応  じ  た  ⽀  援  の  充  実  を  ⽬  指  し、  公  設  フ  リー  ス  クー  ル  を  新  た  に  開  設  し、  令  和  ５ 
 年  度  に  は  校  内  フ  リー  ス  クー  ル  を  モ  デ  ル  的  に  実  施  す  る  な  ど、  多  様  な  学  び  の  場  の  確  保  に  取  り  組  ん  で  い  る。 
    ⼀  ⽅  で、  近  年  の  不  登  校  児  童  ⽣  徒  数  の  増  加  や、  不  登  校  の  要  因  の  多  様  化  複  合  化、  更  に  ⼦  ど  も  の  実  態  に  応  じ  た  学  び  ⽅  の 
 ニー  ズ  の  多  様  化  と  いっ  た  背  景  か  ら、  こ  れ  ま  で  以  上  に  個  別  最  適  な  学  び  の  提  供  や  ⽀  援  の  充  実  が  求  め  ら  れ  て  い  る。 
    こ  れ  ら  の  状  況  を  踏  ま  え、  本  市  が  現  在  取  り  組  ん  で  い  る  不  登  校  ⽀  援  事  業  を  振  り  返  る  と  と  も  に、  今  後  の  ⽀  援  体  制  を  更  に 
 充  実  さ  せ  る  た  め、  不  登  校  傾  向  に  あ  る  児  童  ⽣  徒  や  そ  の  保  護  者  を  対  象  と  し  た  ア  ン  ケー  ト  を  実  施  し、  奈  良  市  の  不  登  校  児  童 
 ⽣  徒  の  傾  向  や  実  態、  ニー  ズ  を  把  握  す  る  こ  と  と  し  た。 

 ＜  対  象  者  ＞ 
 令  和  ５  年  度  ⼩  学  ２  年  ⽣  か  ら  中  学  ３  年  ⽣  の  う  ち、  令  和  ４  年  度  に  ３  ０  ⽇  以  上  学  校  を  ⽋  席  し  た  児  童  ⽣  徒  及  び  そ  の  保  護  者 
 ※  参  考  １    
    令  和  ４  年  度  奈  良  市  の  不  登  校  児  童  ⽣  徒  数     ８  ３  ９  ⼈  （⼩  学  ⽣  ２  ８  ７  ⼈、  中  学  ⽣  ５  ５  ２  ⼈） 
 ※  参  考  ２ 
    不  登  校  の  定  義‧‧‧  ⽂  部  科  学  省  の  調  査  で  は、  年  間  ３  ０  ⽇  以  上  ⽋  席  し  た  児  童  ⽣  徒  の  う  ち、  「何  ら  か  の  ⼼  理  的、  情  緒 
 的、  ⾝  体  的  あ  る  い  は  社  会  的  要  因‧  背  景  に  よ  り、  児  童  ⽣  徒  が  登  校  し  な  い  あ  る  い  は  し  た  く  て  も  で  き  な  い  状  況  に  あ  る  こ  と 
 （た  だ  し、  病  気  や  経  済  的  な  理  由  に  よ  る  も  の  を  除  く）」  と  定  義  し  て  い  る。 

 ＜  実  施  期  間  及  び  ⽅  法  ＞ 
 令  和  ５  年  ９  ⽉  １  ２  ⽇  か  ら  ９  ⽉  ２  ９  ⽇  （計  １  ８  ⽇  間） 
 ‧  市  ⽴  ⼩  中  学  校  に  児  童  ⽣  徒  が  在  籍  す  る  す  べ  て  の  保  護  者  に、  さ  く  ら  連  絡  網  等  で  ア  ン  ケー  ト  の  実  施  案  内  を  配  布 
 ‧  そ  の  う  ち、  上  記  ＜  対  象  者  ＞  に  該  当  す  る  児  童  ⽣  徒  及  び  そ  の  保  護  者  に  回  答  を  依  頼 
 ‧  回  答  は  す  べ  て  オ  ン  ラ  イ  ン  に  よ  る 

 ＜  回  収  結  果  ＞ 
    児  童  ⽣  徒  ：  １  ９  ０  件  （⼩  学  ⽣  ：  ８  ３  件、  中  学  ⽣  ：  ９  ８  件、  学  年  回  答  な  し  ：  ９  件） 
    保  護  者     ：  ４  ８  ４  件  （⼩  学  ⽣  の  保  護  者  ：  １  ８  ４  件、  中  学  ⽣  の  保  護  者  ：  ２  ８  ４  件     学  年  回  答  な  し  ：  １  ６  件） 
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 【ア  ン  ケー  ト  集  計  結  果】 

 ＜  児  童  ⽣  徒、  保  護  者  の  共  通  の  設  問  ＞  設  問  １〜  １  ４ 
 ➢     設  問  １     現  在  の  学  年  を  教  え  て  く  だ  さ  い。 
 児  童  ⽣  徒                                                                 保  護  者 

 ➢     設  問  ２     い  つ  頃  か  ら  学  校  を  休  む  ⽇  が  多  く  な  り  ま  し  た  か。 
 児  童  ⽣  徒                                                                 保  護  者 

 ➢     設  問  ３     昨  年  度  １  年  間  で  休  ん  だ  ⽇  数  を  教  え  て  く  だ  さ  い。 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 

 ➢     設  問  ４     ⾃  分  の  教  室  以  外  で  通っ  て  い  る  場  所  を  教  え  て  く  だ  さ  い。 
 児  童  ⽣  徒                                                                 保  護  者 
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 学  校  を  休  ん  だ  理  由  を  教  え  て  く  だ  さ  い。  設  問  ５〜  １  ４ 

 ➢     設  問  ５  （⾝  体  の  不  調） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 

 ➢     設  問  ６  （勉  強‧  授  業） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 

 ➢     設  問  ７  （先  ⽣  と  の  関  係） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 

                     
 ➢     設  問  ８  （友  達  と  の  関  係） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 
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 ➢     設  問  ９  （⽣  活  リ  ズ  ム  の  乱  れ  （寝  坊  し  た  な  ど） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 

                                    
 ➢     設  問  １  ０  （家  で  の  こ  と） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 

 ➢     設  問  １  １  （学  校  ⾏  事  /  ク  ラ  ブ  活  動  /  学  校  の  ルー  ル） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 

 ➢     設  問  １  ２  （イ  ン  ター  ネッ  ト  /  ゲー  ム  /SNS  ） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 
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 ➢     設  問  １  ３  （理  由  が  わ  か  ら  な  い） 
 児  童  ⽣  徒                                                                    保  護  者 

 ➢     設  問  １  ４  （⾃  由  記  述） 

 主  な  回  答 

 ‧  児  童  ⽣  徒 
 -  先  ⽣  や  友  ⼈  な  ど  対  ⼈  関  係  に  関  す  る  こ  と、  授  業  に  関  す  る  こ  と、  体  調  不  良  に  関  す  る  こ  と  な  ど 

 ‧  保  護  者 
 -  先  ⽣  や  友  ⼈  な  ど  対  ⼈  関  係  に  関  す  る  こ  と、  体  調  不  良  や  発  達  障  害  に  関  す  る  こ  と、  学  校  の  雰  囲  気  な  ど 

 概  要  と  傾  向 

 「学  校  を  休  ん  だ  理  由  を  教  え  て  く  だ  さ  い。」  に  つ  い  て 

 ‧  児  童  ⽣  徒、  保  護  者  と  も、  「⾝  体  の  不  調」  「⽣  活  リ  ズ  ム  の  乱  れ」  を  要  因  と  回  答  し  た  割  合  が  半  数  を  超  え  て  い  る。 
 ‧  児  童  ⽣  徒  の  回  答  で  は、  「⾝  体  の  不  調」  「⽣  活  リ  ズ  ム  の  乱  れ」  「理  由  が  わ  か  ら  な  い」  を  除  く  と、  「勉  強‧  授  業」 
 が  約  51%  、  「友  達  と  の  関  係」  が  約  37%  、  「学  校  ⾏  事‧  ク  ラ  ブ  活  動‧  学  校  の  ルー  ル」  が  約  33%  、  「先  ⽣  と  の  関  係」 
 が  約  31  ％、  な  ど  す  べ  て  の  項  ⽬  に  お  い  て  ⼀  定  の  回  答  割  合  が  ⾒  ら  れ  る。 
 ‧  ま  た  ⼀  ⽅  で、  児  童  ⽣  徒  の  回  答  で  は、  「友  達  と  の  関  係」  「学  校  ⾏  事‧  ク  ラ  ブ  活  動‧  学  校  の  ルー  ル」  「先  ⽣  と  の  関 
 係」  「イ  ン  ター  ネッ  ト‧  ゲー  ム‧  SNS  」  「家  で  の  こ  と」  の  項  ⽬  は  「あ  ま  り  当  て  は  ま  ら  な  い」  「ぜ  ん  ぜ  ん  当  て  は  ま 
 ら  な  い」  と  回  答  し  た  割  合  が  半  数  を  超  え  て  い  る。 
 ‧  「理  由  が  わ  か  ら  な  い」  に  つ  い  て  は、  「よ  く  当  て  は  ま  る」  と  「や  や  当  て  は  ま  る」  を  合  わ  せ  た  回  答  が、  児  童  ⽣  徒  と 
 保  護  者  の  間  で  差  異  が  ⾒  ら  れ  る  （児  童  ⽣  徒  約  46  ％     保  護  者  約  25  ％）。  ま  た、  保  護  者  は  児  童  ⽣  徒  と  ⽐  較  し  て、  学  校  の 
 こ  と  や  友  達  の  こ  と  な  ど  外  的  な  要  因  を  感  じ  て  い  る  割  合  が  多  い  傾  向  が  あ  る。 
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 ＜  児  童  ⽣  徒  へ  の  設  問  ＞ 
 学  校  を  休  ん  で  い  る  と  き  に  嬉  し  かっ  た  こ  と。  設  問  １  ５〜  １  ９ 

 ➢     設  問  １  ５     （学  校  の  先  ⽣  か  ら  の  家  庭  訪  問  や  連  絡）        ➢     設  問  １  ６     （友  達  か  ら  の  声  掛  け  や  連  絡） 

 ➢     設  問  １  ７  （学  校  の  オ  ン  ラ  イ  ン  授  業  で  の  学  習）  ➢     設  問  １  ８     （学  校  以  外  の  学  び  を  ⾒  つ  け  る  こ  と  が  で  き  る） 

 ➢     設  問  １  ９     （⾃  由  記  述） 

 主  な  回  答 

 ‧  携  帯  で  遊  ぶ  時  間  が  増  え、  ゲー  ム  の  時  間  が  増  え  た。 
 ‧  ⾃  由  な  時  間  が  増  え、  ス  ト  レ  ス  が  減  少  し  た。 
 ‧  ⾃  分  の  ペー  ス  で  勉  強  で  き、  趣  味  に  没  頭  す  る  こ  と  が  で  き  た。 
 ‧  家  族  と  の  会  話  が  増  え、  安  ⼼  し  て  過  ご  せ  た。 

 概  要  と  傾  向 

 「学  校  を  休  ん  で  い  る  と  き  に  嬉  し  かっ  た  こ  と。」  に  つ  い  て 

 ‧  児  童  ⽣  徒  が  休  ん  で  い  る  間  の  先  ⽣  や  友  達  か  ら  の  ア  プ  ロー  チ  に  つ  い  て  は、  肯  定  的  な  回  答  し  て  い  る  割  合  が、  否  定  的  な 
 回  答  を  し  て  い  る  割  合  よ  り  多  い。 
 ‧  オ  ン  ラ  イ  ン  に  よ  る  学  校  の  授  業  配  信  や、  学  校  以  外  の  学  び  を  ⾒  つ  け  る  こ  と  に  つ  い  て  は、  肯  定  的  な  回  答  を  し  て  い  る  割 
 合  が  否  定  的  な  回  答  を  し  て  い  る  割  合  よ  り  少  な  い。 
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 相  談  で  き  る  ⼈  は  誰  で  す  か。  設  問  ２  ０〜  ２  ９ 

 ➢     設  問  ２  ０  （家  族）  ➢     設  問  ２  １  （学  校  の  友  達） 

 ➢     設  問  ２  ２  （学  校  の  先  ⽣）  ➢     設  問  ２  ３  （学  校  の  ス  クー  ル  カ  ウ  ン  セ  ラー） 

 ➢     設  問  ２  ４  （奈  良  市  教  育  セ  ン  ター  の  カ  ウ  ン  セ  ラー）  ➢     設  問  ２  ５  （病  院  の  先  ⽣） 

 ➢     設  問  ２  ６  （フ  リー  ス  クー  ル  の  先  ⽣）                          ➢     設  問  ２  ７  （習  い  事  の  先  ⽣） 
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 ➢     設  問  ２  ８     （ネッ  ト  の  友  達）                                ➢     設  問  ２  ９  （⾃  由  記  述） 

 主  な  回  答 

 ‧  い  と  こ、  祖  ⽗  ⺟、  家  族  や  友  ⼈  関  係  な  ど  を  相  談  先 
 と  し  た  回  答  が  み  ら  れ  た  ⼀  ⽅  で、  stand  by  な  ど  の  ア 
 プ  リ  を  活  ⽤  し  た  相  談  ツー  ル  の  利  ⽤  者  も  ⾒  ら  れ  た。 

 概  要  と  傾  向 

 「相  談  で  き  る  ⼈  は  誰  で  す  か。」  に  つ  い  て 

 ‧  児  童  ⽣  徒  の  相  談  相  ⼿  と  し  て  は、  「家  族」  の  割  合  が  約  ７  割  と  ⼀  番  多  い。  次  い  で  「学  校  の  先  ⽣」  の  約  ３  割、  「学  校 
 の  友  達」  の  約  ３  割  と  なっ  て  い  る。 
 ‧  ⼦  ど  も  ⾃  ⾝  が  ス  クー  ル  カ  ウ  ン  セ  ラー  に  直  接  相  談  し  て  い  る  割  合  は、  約  ２  割  弱  と  なっ  て  い  る。  ⼀  ⽅  で、  保  護  者  が  ス 
 クー  ル  カ  ウ  ン  セ  ラー  に  直  接  相  談  し  て  い  る  割  合  は、  約  ５  割  弱  と  なっ  て  い  る。 

   

 9 



 ど  の  よ  う  な  学  校  な  ら  ⾏  き  た  い  と  思  い  ま  す  か。  設  問  ３  ０〜  ３  ４ 

 ➢     設  問  ３  ０  （授  業  が  楽  し  い）                                   ➢     設  問  ３  １  （や  り  た  い  こ  と  を  ⾃  分  で  選  べ  る）       

 ➢     設  問  ３  ２  （ゆっ  く  り  休  め  る  場  所  が  あ  る）                 ➢     設  問  ３  ３  （⾃  由  な  時  間  に  登  下  校  で  き  る） 

 ➢     設  問  ３  ４     （⾃  由  記  述） 

 主  な  回  答 

 ‧  ⾃  由  な  学  校  で、  授  業  や  先  ⽣  を  選  べ  る      ‧  ⾃  分  の  や  り  た  い  こ  と  を  優  先  で  き  る 
 ‧  静  か  で  校  則  が  緩  く、  先  ⽣  と  の  関  係  も  良  好  で  あ  る      ‧  少  ⼈  数  の  ク  ラ  ス  で  友  達  と  楽  し  く  話  せ  る 
 ‧  上  下  関  係  や  い  じ  め  が  な  い      ‧  早  退  が  し  や  す  い  環  境  で  あ  る      ‧  得  意  な  と  こ  ろ  を  伸  ば  す  授  業  が  あ  る 

 概  要  と  傾  向 

 「ど  の  よ  う  な  学  校  な  ら  ⾏  き  た  い  と  思  い  ま  す  か。」  に  つ  い  て 

 ‧  授  業  が  楽  し  かっ  た  り、  ⾃  分  に  合っ  た  ペー  ス  で  過  ご  せ  た  り  で  き  る  環  境  を  求  め  る  傾  向  が  ⾒  ら  れ  る。  特  に、  「ゆっ  く 
 り  休  め  る  場  所  が  あ  る」  に  つ  い  て  は、  肯  定  的  な  割  合  が  最  も  多  く  約  ８  割  と  なっ  て  い  る。 
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 学  校  を  休  ん  で  思っ  た  こ  と‧  感  じ  た  こ  と  を  教  え  て  く  だ  さ  い。  設  問  ３  ５〜  ４  １ 

 ➢     設  問  ３  ５     （学  習  の  遅  れ  が  不  安）                             ➢     設  問  ３  ６  （友  達  と  の  関  係  が  ⼼  配） 

 ➢     設  問  ３  ７  （⾃  由  な  時  間  が  増  え  て  良  かっ  た）                 ➢     設  問  ３  ８  （落  ち  着  い  た  /  ほっ  と  し  た） 

 ➢     設  問  ３  ９  （学  校  に  戻  り  た  かっ  た）                          ➢     設  問  ４  ０  （将  来  /  進  路  が  不  安） 

 ➢     設  問  ４  １     （⾃  由  記  述） 

 主  な  回  答 

 ‧  休  ん  で  い  る  こ  と  で  勉  強  が  遅  れ  る  こ  と  が  ⼼  配  だ  が、  や  り  た  く  な  い。 
 ‧  出  席  ⽇  数  が  直  接  成  績  に  関  わっ  て  く  る  の  で  ⼼  配  だ。 
 ‧  充  実  し  て  る  時  間  だ  な  と  思  う。 
 ‧  もっ  と  体  を  た  く  さ  ん  動  か  し  た  い。 

 概  要  と  傾  向 

 「学  校  を  休  ん  で  思っ  た  こ  と‧  感  じ  た  こ  と  を  教  え  て  く  だ  さ  い。」  に  つ  い  て 

 ‧  学  校  を  休  ん  だ  こ  と  に  よっ  て、  ⾃  由  な  時  間  や  落  ち  着  い  た  環  境  を  得  ら  れ  た  こ  と  を  概  ね  肯  定  的  に  捉  え  て  い  る  傾  向  が  あ 
 り、  「学  校  に  戻  り  た  かっ  た」  と  回  答  し  て  い  る  割  合  は  少  な  い  傾  向  に  あ  る。 
 ‧  学  習  の  遅  れ  や、  将  来‧  進  路  へ  の  不  安  を  感  じ  て  い  る  割  合  は、  約  ６  割  と  なっ  て  い  る。 
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 ＜  保  護  者  へ  の  設  問  ＞ 
 学  校  を  休  ん  で  い  る  時  の  お  ⼦  様  の  様  ⼦  を  教  え  て  く  だ  さ  い。  設  問  １  ５〜  ２  ０ 

 ➢     設  問  １  ５  （家  族  と  の  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  が  増  え  た）     ➢     設  問  １  ６  （家  族  以  外  と  の  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  が  増  え  た） 

      

 ➢     設  問  １  ７  （不  安  や  ス  ト  レ  ス  が  ⾒  ら  れ  た）                 ➢     設  問  １  ８  （ゲー  ム  や  イ  ン  ター  ネッ  ト  な  ど  の  時  間  が  増  え  た） 

   

 ➢     設  問  １  ９  （⽣  活  リ  ズ  ム  の  乱  れ  が  あっ  た）                 ➢     設  問  ２  ０     （学  習  に  は  定  期  的  に  取  り  組  め  て  い  る） 

 概  要  と  傾  向 

 「学  校  を  休  ん  で  い  る  時  の  お  ⼦  様  の  様  ⼦  を  教  え  て  く  だ  さ  い。」  に  つ  い  て 

 ‧  半  数  以  上  の  保  護  者  が、  ⼦  ど  も  と  家  族  と  の  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  が  増  え  た  と  感  じ  て  い  る。 
 ‧  児  童  ⽣  徒  の  回  答  で  は、  学  校  に  ⾏  か  な  い  こ  と  に  対  し  て  「⾃  由  な  時  間  が  増  え  て  よ  かっ  た」  「落  ち  着  い  た  ∕  ほっ  と  し 
 た」  と  ポ  ジ  ティ  ブ  に  捉  え  る  割  合  が  半  数  を  超  え  て  い  た  ⼀  ⽅、  保  護  者  は  ⼦  ど  も  が  不  安  や  ス  ト  レ  ス、  ⽣  活  リ  ズ  ム  の  乱  れ 
 を  感  じ  て  い  る  と  捉  え  る  割  合  が  半  数  を  超  え  て  お  り、  感  じ  ⽅  に  違  い  が  ⽣  じ  て  い  る。 
 ‧  保  護  者  が  「ゲー  ム  や  イ  ン  ター  ネッ  ト  な  ど  の  時  間  が  増  え  た」  と  感  じ  て  い  る  割  合  が  約  77  ％、  ま  た、  「学  習  に  は  定  期 
 的  に  取  り  組  め  て  い  る」  と  感  じ  て  い  る  割  合  が  約  27  ％  と  なっ  て  お  り、  ゲー  ム  や  SNS  の  使  ⽤、  学  習  ⾯  が  保  護  者  の  ⼤  き  な 
 不  安  要  素  と  なっ  て  い  る  可  能  性  が  あ  る。 
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 お  ⼦  様  が  学  校  を  休  ん  で  い  る  時  に、  保  護  者  の  ⽅  が  不  安  に  なっ  て  い  る  こ  と  を  教  え  て  く  だ  さ  い。 

 設  問  ２  １〜  ２  ７ 
 ➢     設  問  ２  １     （⼦  ど  も  の  学  習  の  遅  れ）                       ➢     設  問  ２  ２     （⼦  ど  も  の  友  ⼈  関  係） 

 ➢     設  問  ２  ３     （⼦  ど  も  の  社  会  や  周  囲  と  の  関  わ  り）           ➢     設  問  ２  ４     （⼦  ど  も  の  将  来  や  進  路  な  ど） 

 ➢     設  問  ２  ５     （家  庭  の  費  ⽤  負  担）                                ➢     設  問  ２  ６     （⼦  ど  も  の  体  調  ⾯  （運  動  の  習  慣  な  ど）） 

 ➢     設  問  ２  ７     （保  護  者  の  ⽅  ⾃  ⾝  の  体  調）    

 概  要  と  傾  向 

 「お  ⼦  様  が  学  校  を  休  ん  で  い  る  時  に、  保  護  者  の  ⽅  が  不  安  に  なっ  て  い  る  こ  と  を  教  え  て  く  だ  さ  い。」  に  つ  い  て 

 ‧  児  童  ⽣  徒  も  学  習  の  遅  れ  や  将  来‧  進  路  に  つ  い  て  不  安  を  感  じ  て  い  る  が、  児  童  ⽣  徒  以  上  に  保  護  者  が  不  安  を  感  じ  て  い  る 
 割  合  が  ⾼  い  傾  向  が  ⾒  ら  れ  る。 
 ‧  保  護  者  が  不  安  を  感  じ  る  要  素  も、  学  習  ⾯、  友  ⼈  関  係、  周  囲  と  の  関  わ  り、  将  来  の  こ  と、  体  調  ⾯  な  ど  多  岐  に  わ  たっ  て 
 い  る。 
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 学  校  を  休  ん  で  い  る  時  の  ご  家  庭  の  様  ⼦  や  状  況  に  つ  い  て  教  え  て  く  だ  さ  い。  設  問  ２  ８〜  ３  ６ 

 ➢     設  問  ２  ８     （⼀  ⽉  あ  た  り  に  増  え  た  家  計  の  出  費）           ➢     設  問  ２  ９     （学  校  を  休  ん  だ  時  の  学  習  ⽅  法  や  ⾃  習  ツー  ル） 

 ➢     設  問  ３  ０  （保  護  者  の  ⽅  が  相  談  し  や  す  い  と  思  う  対  象）     ➢     設  問  ３  １     （保  護  者  の  ⽅  が  実  際  に  相  談  し  た  対  象） 

 ➢     設  問  ３  ２     （保  護  者  の  ⽅  が  相  談  し  や  す  い  ⽅  法）     ➢  設  問  ３  ３  （不  登  校  ⽀  援  情  報  を  ど  こ  で  ⼊  ⼿  し  て  い  る  か） 

 ➢     設  問  ３  ４  （奈  良  市  の  保  護  者  ⽀  援  で  知っ  て  い  る  も  の）        ➢  設  問  ３  ５  （利  ⽤  し  た  こ  と  が  あ  る  奈  良  市  の  ⽀  援） 
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 ➢     設  問  ３  ６     不  登  校  ⽀  援  に  関  す  る  こ  と  を  教  え  て  く  だ  さ  い。  （⾃  由  記  述） 

 主  な  回  答 

 ‧  児  童  ⽣  徒  が  安  ⼼  し  て  出  か  け  ら  れ  る  場  所  や、  フ  リー  ス  クー  ル  の  充  実  を  希  望  す  る。 
 ‧  オ  ン  ラ  イ  ン  授  業  の  充  実  や、  タ  ブ  レッ  ト  を  活  ⽤  し  た  学  習  の  ⽀  援  が  必  要  だ。 
 ‧  気  軽  に  相  談  で  き  る  カ  ウ  ン  セ  ラー  や  専  ⾨  家  の  存  在  が  必  要  だ。 
 ‧  経  済  的  な  ⽀  援  や、  学  習  の  補  助  が  必  要  だ。 
 ‧  保  護  者  が  集  ま  り、  情  報  交  換  や  ⽀  え  合  い  が  で  き  る  場  所  が  必  要  だ。 

 概  要  と  傾  向 

 「学  校  を  休  ん  で  い  る  時  の  ご  家  庭  の  様  ⼦  や  状  況  に  つ  い  て  教  え  て  く  だ  さ  い。」  に  つ  い  て 

 ‧  家  庭  の  出  費  は、  ⽉  に  5,000  円  か  ら  30,000  円  増  え  た  と  回  答  し  た  割  合  が  半  数  を  超  え  て  い  る。  学  校  を  休  ん  だ  と  き  の  昼 
 ⾷  費  や  学  校  以  外  の  学  び  の  場  を  利  ⽤  す  る  費  ⽤  な  ど、  状  況  に  よっ  て  異  な  る  と  考  え  ら  れ  る。 
 ‧  多  様  な  学  習  ⽅  法  や  形  態  の  中  か  ら、  児  童  ⽣  徒  に  合っ  た  学  習  ス  タ  イ  ル  を  探  し、  取  り  組  ん  で  い  る  様  ⼦  が  伺  え  る。 
 ‧  保  護  者  の  相  談  先  と  し  て  は  学  校  の  先  ⽣  の  割  合  が  ⼀  番  ⾼  く、  次  い  で  児  童  ⽣  徒  の  回  答  と  は  対  照  的  に、  ス  クー  ル  カ  ウ  ン 
 セ  ラー  の  割  合  が  ⾼  い。 
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 【調  査  結  果  を  踏  ま  え  て】 

 今  回  の  ア  ン  ケー  ト  結  果  を  通  し  て  ⾒  え  て  く  る  児  童  ⽣  徒  の  傾  向  と  し  て  は、 
 ○  学  校  を  休  ん  だ  こ  と  で、  ほっ  と  し  た  ⾯  と、  学  習  や  進  路  に  対  す  る  不  安  を  感  じ  る  ⾯  の  ど  ち  ら  の  気  持  ち  も  感  じ  て 
 い  る 
 ○  学  習  や  進  路  に  不  安  を  感  じ  て  い  な  が  ら  も、  定  期  的  な  学  習  に  は  取  り  組  め  て  い  な  い 
 ○  気  持  ち  が  疲  れ  た  際  に、  ⼼  や  体  を  休  め  た  り、  ⾃  分  の  合っ  た  ペー  ス  で  学  習  に  取  り  組  ん  だ  り  す  る  こ  と  が  で  き  る 
 学  校  内  の  居  場  所  を  求  め  て  い  る 
 ○  家  族  以  外  に  相  談  し  て  い  る  対  象  が  少  な  く、  社  会  と  つ  な  が  り  を  持  ち  に  く  い  環  境  に  置  か  れ  て  い  る 
 と  いっ  た  点  が  挙  げ  ら  れ  る。 

 ま  た、  保  護  者  の  傾  向  と  し  て  は、 
 ○  学  習  の  遅  れ、  将  来  の  進  路、  体  調  ⾯、  社  会  や  周  囲  と  の  関  わ  り  な  ど、  様々  な  ⾯  で  不  安  感  が  ⾼  い 
 ○  学  校  以  外  の  学  び  に  対  す  る  費  ⽤  や、  昼  ⾷、  通  院  等  に  係  る  費  ⽤  な  ど、  出  費  が  増  え  て  い  る  可  能  性  が  あ  る 
 ○  相  談  先  と  し  て  最  も  多  い  の  が  学  校  の  先  ⽣  で、  次  い  で  ス  クー  ル  カ  ウ  ン  セ  ラー  で  あ  る 
 と  いっ  た  点  が  挙  げ  ら  れ  る。 

 こ  の  結  果  を  踏  ま  え、  ⼦  ど  も  が  安  ⼼  し  て  や  り  た  い  こ  と  に  取  り  組  め  る  学  校  内  外  の  環  境  づ  く  り  や、  学  校  以  外  の  学 
 び  の  場  の  確  保  や  充  実  と  いっ  た  ⼦  ど  も  の  ⼼  や  学  び  を  ⽀  え  る  取  組  と  と  も  に、  保  護  者  の  不  安  を  軽  減  す  る  た  め  の  相 
 談  体  制  の  充  実  や  情  報  提  供、  多  様  な  学  び  に  つ  い  て  の  ⼀  般  的  な  理  解  と  いっ  た  保  護  者  を  ⽀  え  る  取  組  を  併  せ  て  検  討 
 し  て  い  く  必  要  が  あ  る。 
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